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1951年中に於ける天文學上の進歩

　　　　　　　（米國サイエンス。サ1ギスで撰定せるもの19件）

　1．西暦1866年以急減も盛んなる獅子座流星群が十一月に見えた．越年は

更に盛んに見える筈・

　2．　アメリカ製の最大反射鏡，直樫175糎で，世界第3位のものがパ1キン

ス天文毫のために完成された．ガラス材はワシントン市出立標準局で錆造さ

れ，ピッバiグ市フエカ1會耐により百萬分の一まで精密に磨かれた。

　5．天罷運動の新しいレコ1ドがヰルソン山天文毫で獲見された．帥ち毎

秒24000粁つつ地球から退色する微光星霧：が双子座に見つかったのである．

　4．ノ・iヴ1ド學院天文皇の獲表によれば，マゼラン大星雲は各々が太陽

の100倍もある214000個の星を含み，爾ほ共の上に，太陽の15，000，000倍に匹

敵する明るさのガス二二を含むと知れた．

　5．地球へ僅々26100，000rfに近づいた小遊星Lエロズは長V・紡錘形であ

ることが南アフリカのジヨハネスバ1グ市ユニオン天文塁で獲見された．

　6，　日本京都の花山天文豪のLナカムデ教授は一月15日にLアンタレス「星

が月のために掩蔽されたことを観測し，其れが盟一黒占像でないことを見つけ

た．

　7。大熊座ξ星は，肉眼では箪一星であるけれど，三際は四つの星で，其れ

が二つづつ二組になってみるといふ事が，リク天文塁のバ1マン氏によって
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爽見された．

　81カナダ領穿クトリや天文毫のピアス氏は太陽の184培も大きい質量の

二重：星を磯見した．

　9．南アフリカのジヨハネスバ1グにあるユニオン天文毫へ出張してみる

ライデン大學天文毫のファン・ゲント氏は週期100分時間といふ珍らしい短週

期の攣光星を焚惜した．

　10．日食が三つと月食が二つとが此の年中に起つたけれど，學術上重要な

ものは一つもなかった．

　II．ヰルソン山天文毫のニコルソン，ファン・マiネン，ヰリス三氏の研究

により，海王星の衛星の質量は，地球に比べて，ゐ乃至話δであることが知

れた．

　12。太陽黒瓢は11年攣動の極小期に近づいたので，黒鮎敷は少かったが，

其のため長距離の無線通信は成績が良好となった．

　IS．パリ郊外のムドン天文憂にみるリヨ1氏は日食でない時に非常に敏感

な器械によって太陽のコロナを槻配した．

　14．アボト氏は二十年聞にもわたり太陽熱と天候との比較研究から將來は

天氣の長期豫報が可能であることを護表した．

　15．トロント大學のマクレナン，ヰン・ロバ1ツ，ア／ヤトン三氏はオiロ

1うの高さを測って僅々80粁乃至120粁であると知った・

　16，カリフt＝ヤでメロンを養成してみるアマチュア長田政二氏は小望遠

鏡で一彗星を書見し．，名を墾げた．

　17．スペインのザラゴサ市に居るアマチュア明解人ライヴス氏は肉眼にも

見える程の明るい一新彗星を護見した．

　18．ニウジミン彗星が地球の近傍へ再賢して來た・慣れは士星群の彗星の

中で再び現はれたものの二つ目である．

　19．三年四ケ月毎に太陽の近くへ懸って來るエンケ彗星が六月21日にアル

ゼンチン國コルトバ天文豪のボボ1ネ氏に獲見された．


